
第６学年 算数科学習指導案 

 
１ 単元名  「比と比の値」 
 
２ 単元の目標 
 ○ ２つの数量の割合を表す方法として，比について理解し，生活や学習で活用する能力を伸ばす。 
 □関  比のよさに気づき，生活や学習に活用しようとする。 
 □考  比を既習の割合と関連づけて統合的にとらえ，割合の適用場面で考え方を工夫することができる。 
 □技  ２つの数量の関係を調べ，比で表したり，等しい比をつくったりすることができる。 
 □知  比の意味や表し方，比の相等の意味を理解する。 
 
３ こんな子どもに 
本学年の子ども達は，第５学年「百分率とグラフ」の学習において，２つの数量Ａ，Ｂの割合を表す

のに，Ａ，Ｂのうち一方を基準として表す方法を学習している。例えばＢを基準とした場合，「ＡはＢ

の３倍」「ＡはＢの 1/3」というように割合を一つの数で表すことができる。 
また，A の B に対する割合は，A÷B で求めることができ，１つの量を基準（もとにする量）として

他の量（比べられる量）の割合を求めることができるということも学習している。 
 
４ こんな内容を 
本単元では「比」の表し方とその意味，及び「等しい比」の意味を理解させることを主なねらいとし

ている。これまで日常生活において視覚や味覚などで感覚的に判断してきたことを，比と既習の割合の

学習を関連づけながら学習することで２つの数量の割合をその量の数値で表して用いることができる

ということを理解させる。本単元「比と比の値」の学習は，「比例と反比例」の学習において，直接は

かれないものの高さや重さなどの実測不可能な部分の数を比例の関係を活用して計算で求める，といっ

た場合での重要な基礎となる。 
 
５ こんな活動で 
本単元の指導にあたっては，学習過程を「つかむ」「見通す」「追究する」「振り返る」の４つの段階

に沿って進めていくが，意図的・計画的に「つかむ」「見通す」「追究する」段階に「伝え合う活動」を

仕組んでいく。意図的・計画的に「伝え合う活動」を仕組むために，領域の特性や子どもの実態，発達

段階，単元や毎時間の学習のねらいに応じて，「伝え合う活動」の仕組み方を 4 つのタイプに分類した

（単元計画参照）。そこから，子ども達がより確実に本時目標を達成することができるように単元を構

成する。その際，「伝え合う活動」を「どこに」（段階）「何を」（見通し，数学的な考え方）「どんな方

法で」（二人組，全体交流，自由交流）「どのように」（具体物，式，図）取り入れていくかを明確にす

る。単元の導入では，「比」の表し方や意味を理解することができるようにするためにタイプ 1 を，「比」

「等しい比」の表し方や意味を獲得した後には既習の数理を活用し，数理の練り上げを行うためにタイ

プ 2 を。既習をもとにして発展的な課題解決を行い，「伝え合う活動」を十分に行うためにタイプ 3 を

行う。このように，教師の意図的･計画的な交流の仕組みのもとに，子ども達がより確かな見通しや，

確かな数理を獲得できるようにする。 



６ 単元指導計画（全８時間）  
 第 1 時（ 組本時） 第 2 時 第 3 時 第 4 時 

本
時
目
標 

□２つの数量の割合
を，比を用いて表すこ
とができる。 

□比の値の意味を理
解することができる。 
□等しい比の意味を
理解することができ
る。 

□比の性質を理解し
て，等しい比をつくる
ことができる。 
□比の性質を理解す
ることができる。 

□比の性質を用いて，
比を簡単にすること
ができる。 

学
習
内
容
と
伝
え
合
う
活
動 

１ 学習問題を知る 
どうすればただし

さんと同じ味のハン
バーグソースを作る
ことができるでしょ
うか。 

 
２ 見通しを立て，めあて

をつかむ 
【少人数交流】 
・同じ味にするためには
同じ量を混ぜないとい
けない。 
・スプーンで２杯と３杯
を混ぜるなら，違う入れ
物で２杯と３杯を混ぜ
ても同じ味になるはず。 
・同じスプーンなら，２
杯と３杯の２倍の４杯
と６杯，３倍の６杯と９
杯もきっと同じ味にな
ると思う。 
【全体交流】 
・同じ割合であれば，量
が違っていても味は同
じになるに違いない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 自力解決する 
 
４ 課題を追究する 
【全体交流】 
 
５ 本時学習を振り返る 

３人が使った量の
割合はどれも２と３
の割合になっている。
＝同じ味である。 

 

１  学習問題を知り，  
めあてをつかむ 
ただしさんが使っ

たケチャップの量を
もとにした，ウスター
ソースの量の割合を
求めましょう。 

めあて① 
比を割合で求めま

しょう。 
２ 見通しを立てる 
【全体交流】 
・割合は５年生の時に学
習をした。 
・割合は小数や分数で表
すことができる。 
３ 自力解決する 
４ 課題を追究する 
【全体交流】 
まとめ① 
a：bで表された比の，
aを bでわった商を，
比の値といいます。 

 
５ 新しいめてをつかむ 
めあて② 

2:3，4:6，6:9 の比
の値を比べましょう。 

 
６自力解決する 
 
７課題を追究する 
【全体交流】 
・２：３＝2/3 
・４：６＝4/6=2/3 
・６：９＝6/9=2/3 
 
８ 本時学習を振り返る 
まとめ② 
比の値が等しいとき，
それらの「比は等し
い」といい，等号を使
って次のように表し
ます。２：３＝４：６ 

 

１  学習問題を知り，  
めあてをつかむ 
２：３，４：６，６：

９は等しい比です。等
しい比どうしの関係
を調べましょう。 

 
 等しい比の比べ方
を考えましょう。 

 
２ 見通しを立てる 
【二人組の交流】 
・同じ味のソースを作っ
た時みたいに，２倍，３
倍になっている。 
・比の値を求めて同じ分
数になれば，等しい比と
いうことができる。 
【全体交流】 
・同じ数をかけたり，同
じ数でわってみたら調
べられそうだ。 
・比の値を使って分数で
比べてみたらよさそう
だ。 
 
３ 自力解決する 
 
４ 課題を追究する 
【全体交流】 
 
５ 本時学習を振り返る 

a，b で 
①a と b に同じ数をか
けても，比はみな等し
くなります。 
②a と b を同じ数で割
っても，比はみな等し
くなります。 

 

１  学習問題を知り，  
めあてをつかむ 
４：１０と６：１５

が等しい比かどうか
調べましょう。 

 
 等しい比の調べ方
を考えましょう。 

 
２ 見通しを立てる 
【全体交流】 
 
３ 自力解決する 
 
４ 課題を追究する 
【全体交流】 
・４と６の公倍数を見つ
けて，４：１０と６：１
５をそれぞれ３倍，２倍
すると，１２：３０と１
２：３０になるので等し
い比です。 
・４と６の公約数を見つ
けて，４：１０と６：１
５をそれぞれ÷２，÷３
すると２：５と２：５に
なるので等しい比です。 
・比の値を求めると４：
５は２/５，６：１５も
２/５となるので４：５
と６：１５は等しい比で
す。 
 
５ 本時学習を振り返る 
比を，それと等しい比
でできるだけ小さい
整数の比になおすこ
とを，「比を簡単にす
る」といいます。 

 

伝
え
合
う
活
動
の
支
援 

・少人数での伝え合う
活動に入る前に，各自
が自分の見通しを考
えてから伝え合う活
動に入る。「割合」と
「比」を関連づけなが
ら，「比」という新し
い数理に焦点化して
いく発問をする。 

・全体交流での伝え合
う活動を行う。その
際，新しい数理である
ので，既習の割合の考
え方をもとにして見
通しを持たせ，比の値
を求めることができ
るようにする。 

・二人組での伝え合う
活動を行うことがで
きるように，伝え合う
活動に入る前に，各自
が自分の見通しを考
える。各自が見通しを
考える際には既習の
掲示物に着目させ，前
時の考え方に着目さ
せる。 

・全体での伝え合う活
動を行う。その際，そ
れぞれの考え方の似
ているところや，考え
方の良さを視点にす
る。どの考え方が早
く・簡単に・正確に求
めることができるか
という観点で伝え合
わせる。 

 タイプ 1【見通し重視型】 タイプ 1【見通し重視型】 タイプ 1【見通し重視型】 タイプ２【練り上げ重視型】 

３人が使ったウ

スターソースとケ

チャップの量の割

合を調べよう。 



                     
 第５時（ 組本時） 第６時（ 組本時） 第７時 第８時 

本
時
目
標 

□小数や分数で表さ
れた比を簡単にする
ことができる。 

□比の性質や図を用
いて，比の一方の値を
求める方法を考える
ことができる。 

□比を図に表すよさ
に気づき，問題の解決
に用いることができ
る。 

□基本的な学習内容
が分かり，理解するこ
とができる。 

学
習
内
容
と
伝
え
合
う
活
動 

１  学習問題を知り，  
めあてをつかむ 
次の比の中で，３：

５と等しい比はどれ
ですか。 
○ア２７：４５ 
○イ 0.9：1.5 
○ウ 2／3：4／5 

 
 小数や分数の比を
簡単にする方法を考
えよう。 

 
２ 見通しを立てる 
【全体交流】 
３ 自力解決する 
 
４ 課題を追究する 
【全体交流】 
小数の場合 
・同じ数をかける。10倍
すると０．９：１．５＝
９：１５になる。９：１
５＝３：５になります。 
・０．１をもとにすると
０．９は０．１が９こ，
１．５は０．１が１５こ
だから９：１５＝３：５
になります。 
分数の場合 
・3 と 5 の公倍数をかけ
ると，１０：１２になり，
１０：１２＝５：６にな
ります。 
・通分すると，１０/１
５：１２/１５になり，
１０/１５：１２/１５＝
１０：１２＝５：６にな
ります。 
５ 本時学習を振り返る 
 小数や分数の比を
簡単にするには，同じ
数をかけて，整数にす
るとよい。 

 

１  学習問題を知り，  
めあてをつかむ 
ケーキを作るのに，

小麦粉と砂糖を重さ
の比が７：５になるよ
うに混ぜます。 
小麦粉を 140g 使う

とき，砂糖は何ｇ必要
ですか。 

 
 比の一方の量を求
める方法を考えまし
ょう。 

 
２ 見通しを立てる 
【全体交流】 
 
３ 自力解決する 
 
４ 課題を追究する 
【グループ交流】 
・数直線を使って１目盛
を求めると，140÷7=20，
20×5=100．答えは 100
ｇです。 
・比の考え方を使って，
砂糖の重さは小麦粉の
重さを 1と見ると 5/7に
あたる。140×5/7=100 
答えは 100ｇです。 
・等しい比の考え方を使
って，砂糖の重さをＸｇ
とすると，7:5=140:X と
なる。X=5×20=100．答
えは 100gです。 
【全体交流】 
 
５ 本時学習を振り返る 

比の一方の量は，等
しい比の性質や比の
値の考え方を利用し
て求めることができ
る。 

 
 

１  学習問題を知り，  
めあてをつかむ 
 ミ ル ク テ ィ ー を
1200ml 作ろうと思い
ます。 
 牛乳と紅茶を３：５
の割合で混ぜるとき，
牛乳は何 ml 必要です
か。 

 
 全体の量を，部分と
部分の比で分ける方
法を考えましょう。 

 
２ 見通しを立てる 
【全体交流】 
 
３ 自力解決する 
 
４ 課題を追究する 
【全体交流】 
・ミルクティーの量は
1200ml。牛乳と紅茶の割
合は３：５なので，全体
の量は８．牛乳の量は全
体の量の 3/8にあたる。
だから，1200×3/8=450 
答えは 450ｍｌです。 
・牛乳の量をＸmlとする
と，３：８＝Ｘ：1200 
1200 は 8 の 150 倍なの
で，等しい比にするため
には 3を 150倍しなけれ
ばならない。3×150=450
答えは 450ｍｌです。 
 
５ 本時学習を振り返る 

全体の量を部分と
部分の比に分けて考
えると，部分の量を求
めることができる。 

 
 

１ 既習を振り返る 
【全体交流】 
・２と３の割合を「：」
の記号を使って２：３と
表します。 
・比の値が等しいとき，
それらの「比は等しい」
といいます。 
・a と b に同じ数をかけ
ても，比はみな等しくな
ります。 
・a と b を同じ数で割っ
ても，比はみな等しくな
ります。 
・比を，それと等しい比
でできるだけ小さい整
数の比になおすことを，
「比を簡単にする」とい
います。 
・小数と分数を簡単な比
にするには，同じ数をか
けて，整数にするとよ
い。 
・比の一方の量は比の性
質を利用して求めるこ
とができる。 
・全体の量を部分と部分
の比に分けて考えると，
部分の量を求めること
ができる。 
２ 本時学習のめあてを
つかむ 
 比を使っていろい
ろな問題にチャレン
ジしてみよう。 

３ 自力解決する 
 
４ 課題を追究する 
【全体交流】 
 
５ 本時学習を振り返る 
 比の考え方を使え
ば，いろいろな問題を
解くことができる。 

 

伝
え
合
う
活
動
の
支
援 

・全体での交流を行
う。その際，共通点を
見出すための伝え合
う活動や「比を簡単に
して比べる」という共
通点に焦点化してい
く発問をし，伝え合わ
せる。 

・グループでの伝え合
う活動を行った後，全
体での伝え合う活動
を行う。その際、考え
の共通点や相違点を
比較検討させながら
「比の性質」を利用す
るという考え方に焦
点化する発問を行う。 

・全体での交流活動を
行う。その際，それぞ
れの考え方の共通点
や，考え方の良さを視
点にする。どの考え方
が早く・簡単に・正確
に求めることができ
るかという観点で伝
え合わせる。 

・単元のふり返りをす
るために，全体での伝
え合う活動を行う。そ
の際，既習の掲示物な
どを活用して伝え合
う活動を行う。 

 タイプ３【交流活動重視型】 タイプ 2【練り上げ重視型】 タイプ２【練り上げ重視型】 タイプ４【習熟重視型】 



第１時                           指導者  
                                                
１ 本時目標 
 ○ 2 つの数量の割合を，比を用いて表すことができる。 
 
２ 本時のタイプ 

タイプ１【見通し重視型】：見通しでの考え方を焦点化していく伝え合う活動 

 
３ 本時授業仮説 

「見通す」段階において次のような支援を行えば，解決の見通しをつかみ，２つの数量の割合を，

比を用いて表すことができるであろう。 
①自分の見通しを確かめるための少人数での伝え合う活動 

見通しを立てることができるための全体での伝え合う活動 
②「割合」と「比」を関連づけながら，「比」という新しい数理に焦点化していく発問 

 
４ 本時指導の考え方 
 本単元は 5 年生で学習した「割合」の学習を既習として，「比」という新しい数理を理解していかな

くてはならない。したがって，本時のような導入の場面では既習経験をもとにして「比」を理解してい

くことが大切である。つまり，「つかむ」「見通す」段階が重要であると考えることができる。そのため，

見通しを重視するタイプ１【見通し重視型】で本時学習を行う。 
伝え合う活動Ⅰではウスターソースとケチャップを使い，ただしさんの作ったハンバーグソースと同

じ味になるためにはどうすれば良いのかをまず「割合」の視点で考えさせる発問をもとに，少人数で交

流する。話し合った「割合が同じであれば，量が違っていても味は同じ」という見通しを持って，全体

での伝え合う活動に臨む。 
伝え合う活動Ⅱではただしさん，みさかん，けんさんの 3 人の使ったウスターソースとケチャップの

量の割合を表した掲示物をもとに，それぞれの考え方を交流し，新しい数理である「比」の表し方を身

に付けることができるようにする。 
 

５ 授業の展開（１／８） 
 学習活動と伝え合う活動の内容 ・主な支援と＊伝え合う活動に関わる支援 

つ

か

む 

 

 

 

 

１ 学習問題を知る 

問題 

どうすればただしさんと同じ味のハンバ

ーグソースを作ることができるでしょうか。 

 

 

・「めんつゆ」「乳性飲料」「コーヒー牛乳」な

ど，今まで子ども達が作ったことのあるもの

について経験を出し合う。 

・教科書の写真を見ながら，何と何をどのよう

な割合で混ぜて作ってあるのか伝え合う。 

＊５年生の既習である割合についてふり返る。 

・どうすれば同じ味のハンバーグソースをつく

ることができるか，既有経験をもとに伝え合

う。 



見

通

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追

究

す

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振

り

返

る 

 

２ 見通しを立て，めあてをつかむ【伝え合う活動Ⅰ】 

【少人数交流】 

○同じ味にするためには，同じ量を混ぜないとい

けない。 

○スプーンで２杯と３杯を混ぜるなら，違う入れ物

で２杯と３杯を混ぜても同じ味になるはずだ。 

○同じスプーンなら，２杯と３杯の２倍の４杯と６杯

も，３杯の６杯と９杯もきっと同じ味になるはず

だ。 

 

 

【全体交流】 

○同じ割合であれば，量が違っていても味は同じ

になるに違いない。 

 

 

 

 

４ 自力解決する 

 

５ 課題を追究する 【伝え合う活動Ⅱ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

○みかさんのウスターソースの量を２と見る

とケチャップの量は３と見ることができる。 

○けんさんのウスターソースの量を２と見る

とケチャップの量は３とみることができる。 

 

６ 本時学習を振り返る 

（１）本時をまとめる 

まとめ 

 ３人が使った量の割合はどれも２と３の 

割合になっている。＝同じ味である。 

（２）確かめ問題をする 

＊少人数での伝え合う活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

＊人数が増えた場合でも同じ味が作れるかどうか

について考えさせる。 

＊自分の考えと友達の考えを比べながら聞くよう 

  に指導する。 

 

＊全体での伝え合う活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

＊全体での伝え合う活動を行う。 

＊「ただし」と同じ味のハンバーグソースを， 

 「みか」は２人分，「けん」は３人分作って

いることを確認させる。 

＊「ただし」→「みか」→「けん」の順に説明

をさせる。 

＊１人分，２人分，３人分のそれぞれの場合に，

ウスターソースの量を２とみると，ケチャッ

プの量はいくつとみられるかを考えさせる。 

＊掲示物を使いながら説明させる。 

 

 

 

 

 

・本時の学習を振り返り，まとめをさせる。 

・比の意味と表し方を知らせる。 

 

・本時の学習を生かして問題に取り組んでいる 

 か机間指導する。 

「割合」と「比」を関連づけながら，「比」という新しい数理に焦点化して

いくために 

「どのような量の割合にすれば同じ味のソー

スを作ることができるか，近くの人と話し合

ってください。」 

めあて 
 ３人が使ったウスターソースとケチャ

ップの量の割合を調べよう。 



第５時                           指導者  
 
１ 本時目標 
 ○ 小数や分数で表された比を簡単にすることができる。 
 
２ 本時のタイプ 

 タイプ３【交流活動重視型】：多様な考え方の共通点に焦点化していく伝え合う活動 

 
３ 本時授業仮説 

「追究する」段階において次のような支援を行えば，多様な考えの共通点に焦点化し，小数や分

数で表された比を簡単にすることができるであろう。 
①共通点を見出すための伝え合う活動 
②「比を簡単にして比べる」という共通点に焦点化していく発問 

 
３ 本時指導の考え方 

本時学習指導は，整数を簡単な比にして比べる既習の学習を活用して，小数，分数の場合を考える学

習である。様々な解決の方法を考え交流することで，学習内容を深められるように，交流活動を重視す

るタイプ３【交流活動重視型】で本時学習を行う。 
伝え合う活動Ⅰでは，既習図や教師の発問をもとに，小数を整数になおす方法や分数を整数になおす

方法を伝え合い，解決の見通しを持たせるようにする。 
伝え合う活動Ⅱでは，まず小数か分数かのどちらかを選択し，自力解決を行うようにする。その考え

方を「はじめに～，次に～，最後に～」など順序を表す言葉を使ってまとめさせるようにする。そして，

全体での交流時間を確保し，ホワイトボードを使って，まず，小数について何通りか考えを伝え合うよ

うにする。その際，友達の考えの共通点を考えながら聞き，全体で小数の比を簡単にする方法について

共通点を出し合うようにする。その後，分数についても同じように交流を進める。最後に，小数の比を

簡単にする方法と分数の比を簡単にする方法の共通点を振り返り，どちらの考えも小数や分数を整数に

なおし，簡単な比にして考えていることを気づくことができるようにする。 
 
４ 授業の展開（５／８） 
 学習活動と伝え合う活動の内容 ・主な支援と＊伝え合う活動に関わる支援 

つ

か

む 

 

 

 

 

１ 学習問題を知り，めあてをつかむ 

 

 

 

 

○27：45 について，整数の比を簡単する方法を

想起する。 

・同じ数をかける。 ・同じ数でわる。 

○イ，ウを提示する。 

・既習図を掲示することで，前時の学習を生か

し，27：45を解く方法を考えさせる。 

・同じ数をかけたり，同じ数でわったりするこ

とを確認し，前時までの考えを想起させる。 

 

 

 

・イ，ウを提示することで，前時との違いが小

数と分数であることに気づかせ，めあてをつ

かませる。 

問題 下のア～ウの中で，３：５と等しい比

はどれですか。 

ア２７：４５ イ０．９：１．５ ウ２/３：４/５ 



 

 

 

見

通

す 

 

 

 

追

究

す

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振

り

返

る 

 

 

 

 

２ 見通しをたてる。【伝え合う活動Ⅰ】 

・小数は，１０倍するとできるかな。 

・0.1 のいくつ分かな。 

・分数を通分するとできるかな。 

・分母の公倍数をかけるとよさそうだな。 

 

３ 課題を追究する。【伝え合う活動Ⅱ】 

（１）見通しをもとに比を簡単にする方法を考える。 

小数 

 

 

 

 

 

分数 

 

 

 

 

 

（２）比を簡単にする方法を発表し，検討する。 

①友達の発表を聞く。 

②自分が解いた方法と比べたり，代表児童同士 

の発表を比べたりしながら共通点を発表する。 

 

 
 

 

 

４ 本時学習を振り返る。 

(１)本時をまとめる。 

まとめ 

小数や分数の比を簡単にするには，同じ数

をかけて，整数にするとよい。 

（２）確かめ問題をする。 

 

 

 

 

＊前時までの比を簡単にする問題や前学年ま

での小数や分数の内容などを想起させ，見通

しを持たせる。 

＊小数や分数を整数にするための方法を既習

学習から思い出させる発問をし，見通しをた

てやすくする。 

 

＊小数か分数か，どちらかを選び，自力解決をさ

せる。 

＊早く終わった児童には，他の求め方でも考えさ

せる。 

＊個々の考えを見回り，考えが思いつかない児童

には，ヒントカードを与える。 

＊交流活動をするために，求め方の順序を表す

言葉を使って書くよう伝える。 

 

＊いろいろな問題解決の方法を交流するため全

体で考えを伝え合う。 

＊交流場面がスムーズに作れるように，ホワイト

ボードを使って説明させる。 

＊友達の考えとの共通点を考えながら聞くように

させる。 

 

 

 

 

 

＊小数でも分数でも，比を簡単にして考えればい

いことを全体交流でまとめる。 

 

・本時の内容を振り返り，まとめをする。 

 

 

 

 

・まとめを使って，他の小数も分数も簡単な整

数の比にすることで解けることを確かめさ

せる。 

「比を簡単にして比べる」という共通点に焦点化していくために 

「小数の比を簡単にする方法と，分数の比

を簡単にする方法の共通点はどんなことか

な？」 

めあて 

小数や分数の比を簡単にする方法を考えよう。 

○同じ数をかける。 

０．９：１．５ 

＝（０．９×１０）：（１．５×１０）  

＝９：１５  

＝３：５ 

 

○０．１をもとにする。   

０．９は０．１が９つ分 

１．５は０．１が１５こ分 

９：１５ 

＝３：５ 

○３と５の公倍数をかける。 

２／３：４／５ 

＝（２/３×１５）：（４/５×１５） 

＝１０：１２ 

＝５：６ 

 

○通分して考える 

２／３：４／５ 

＝１０／１５：１２／１５                  

＝１０：１２ 

＝５：６ 

 



第６時                           指導者  
 
１ 本時目標 
○ 比の性質を利用して，比の一方の量を求めることができる。 

 
２ 本時のタイプ  

 タイプ２【練り上げ重視型】：追究での考え方を焦点化していく伝え合う活動 

 
３ 本時授業仮説 

「追究する」段階において次のような支援を行えば，考えの共通点や相違点に着目した伝え合う

活動を行い，比の性質を利用して，比の一方の量を求めることができるであろう。 
①自分の解決の見通しをもとにした少人数グループでの伝え合う活動 
考えの共通点や相違点を比較検討するための全体での伝え合う活動 

②考えの共通点や相違点を比較検討させながら，「比の性質」を利用するという考え方に焦点化し

ていく発問 

 
３ 本時指導の考え方 

本時学習指導は，前時までの既習である等しい比の性質や比の値の考え方を用いて，比の一方の量を

求める場面である。見通しの段階で得た考えをもとに，自力解決をし，全体交流の場面において考えの

共通点や相違点を比較検討しながら数理を導き出していかなくてはならない。そのため，タイプ２【練

り上げ重視型】で本時学習を行う。 
伝え合う活動Ⅰでは，分かっていること，尋ねていることに着目させ，本時の学習問題をつかむ。そ

の後，既習からどんな考えを使えば問題を解くことができるかを小グループで伝え合い，グループで伝

え合った内容を全体で伝え合う。 
伝え合う活動Ⅱでは，次のような伝え合う活動を行う。それぞれの見通しで自力解決した結果を小グ

ループ内で①数直線を使った考え②比の値を使った考え③等しい比の性質を使った考えを伝え合う。そ

の後，全体交流の場面において，①②③のそれぞれの考えを取り出し，三つの考えの相違点と類似点を

伝え合い，②と③の考えが比の性質を用いて解決していることに気づかせる。①の考えも立式しやすく

答えを求めることができるが数値が大きくなったときに数直線に表すのは不便であるということ，比の

一方の量は等しい比の性質や比の値を用いて考えることで求めることができるということ，の新しい数

理を獲得させる。 
 

４ 授業の展開（６／８） 
 学習活動と伝え合う活動の内容 ・主な支援と＊伝え合う活動に関わる支援 

つ

か

む 

 

 

１ 学習問題を知り，めあてをつかむ 

問題 

ケーキを作るのに，小麦粉と砂糖を重さの

比が７：５になるように混ぜます。小麦粉

を 140ｇ使うとき，砂糖は何ｇ必要ですか。 
 

・前時の学習をまとめた掲示物を用意し，見通 

しがもてるよう，比の性質について確かめ

る。 

・学習問題から分かっていること，尋ねている

ことを確認し，本時のめあてをつかませる。 



 

 

 

 

 

 

見

通

す 

 

 

追

究

す

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振

り

返

る 

 
 
 

めあて 

比の一方の量を求める方法を考えよう。 

 

２ 見通しを立てる【伝え合う活動Ⅰ】 

○数直線から考える。 

○比の値の考え方を使って考える 。 

○等しい比の性質を使って考える。 

 

３ 自力解決する 

 

４ 課題を追究する【伝え合う活動Ⅱ】 

【グループ交流】→【全体交流】 

①数直線の一目盛りの大きさを求めると， 

207140 =÷  

 一目盛りの大きさが２０ｇで，砂糖は５目盛りある

から， 

  100520 =×  

②小麦粉の重さを１と見て考えると，砂糖の重さは 

にあたるので， 

 

１４０×  ＝１００ 

③砂糖の重さを x ｇとすると， 

 x:1405:7 = と表すことができる。 

７を２０倍すると１４０になるので，同じように５を

２０倍すると x を求めることができる。だから， 

100

205

=
×=

x

x
 

 

５ 本時学習を振り返る 

（１）本時をまとめる 

（２）確かめ問題をする 
 

まとめ 

比の一方の量は，等しい比の性質や比の値

の考え方を利用して求めることができる。 

 

 

 

 

・「これまでに学習したどの方法を使えば問題

を解決できそうかな。」 

＊小グループで交流した後，全体で確認する。 

＊自分の考えと友達の考えを比較検討しなが

ら聞くように指導する。 

＊見通しから解決の方法を選ばせ自力解決さ

せる。 

 

 

・各自の考えを発表したり，友だちの考えを聞いた

りすることを通して，それぞれの考えのよさを認

め，解決の方法を多様にする。 

＊等しい比を作ることで答えを求めることができる

ということを伝え合わせる。 

＊比の値の考え方を用いることで，答えを求める

ことができるということを伝え合わせる。 

 

 

 

 

 

＊数直線を活用すると，式に表しやすく，答えを求

めることができるが，数値が大きくなったときな

どいつでも使うことができないということを全体

で伝え合う。 

 

 

・子どもたちが出した考えを統合し，まとめる。 

 

 

 

・本時の学習を生かして問題に取り組んでいる

か机間指導する。 

 

5

7

5

7

「比の性質」の考えに焦点化していくために 

「どんな問題の時も使うことができる考え

方はどれですか。」 


